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「落語展～ひとつおつきあいを願います～」を開催します 
 

 

町田市民文学館ことばらんどでは、冬季展覧会として江戸

時代から脈々と受け継がれ、いま再び人気を集めている「落

語」をテーマにした展覧会を開催します。 

たった一人で舞台に上がり、扇子と手ぬぐいだけで何人も

の人々を演じ分け観客を笑わせる落語。江戸時代に花開いた

落語は“話芸”として今日まで受け継がれ、現在では寄席だ

けでなくテレビやラジオ、動画配信などでも楽しめる身近な

芸能として幅広い世代の人たちに親しまれています。 

本展では、2010 年に発表された雲田はるこの『昭和元禄

落語心中』（講談社「BE・LOVE」）を幕開けに、落語の基

礎である古典落語や登場人物たちの魅力、落語家修行や昇進制度などについてご覧

いただいた上で、今も語り継がれる名作落語の中から選りすぐりのものをご紹介し

ます。 

 

■ 会期  

2025 年 1 月 18 日（土）～3 月 23 日（日）午前 10 時～午後 5 時 

※休館日は毎週月曜日(ただし、2 月 24 日は開館)、2 月 13 日（木）、3 月 13

日(木) 

■ 会場：町田市民文学館ことばらんど（原町田 4-16-17） 

■ 展示アドバイザー：柳亭小痴楽 

■ 協力：講談社（「BE・LOVE」）、渋谷らくご 

■ 関連イベント等 

・2025 年 1 月 18 日（土）、2 月 5 日（水）、3 月 23 日（日）展示解説 

・2025 年 2 月 2 日（日）柳亭信楽新作落語会 

・2025 年 2 月 9 日（日）今すぐ落語がみたくなる鑑賞術！ 

・2025 年 2 月 22 日（土）寄席文字を書いてみよう！橘流寄席文字体験講座 

・2025 年 3 月 1 日（土）柳亭小痴楽落語会 

 

※展覧会、関連イベントの詳細は、別紙チラシをご覧ください。 

 

◼ 本件に関するお問い合わせ先 

生涯学習部図書館町田市民文学館 館長 野澤 TEL 042-739-3420 

町田市広報課 TEL 042-724-2101 
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最新情報は町田市ホームページでご確認ください

雲田はるこ『昭和元禄落語心中』
（講談社「BE・LOVE」）

©

〒194-0013 東京都町田市原町田4-16-17　TEL：042-739-3420  FAX：042-739-3421
JR横浜線町田駅ターミナル口から徒歩8分  小田急線町田駅東口から徒歩12分

講談社「BE・LOVE」
渋谷らくご（ユーロライブ）

柳亭小痴楽

休館日

観覧時間

観覧料

アドバイザー

協力

毎週月曜日
（ただし2月24日は開館）

2月13日（木）、3月13日（木）　

無料

10：00̶17：00
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1988年、五代目柳亭痴楽の次男
として東京に生まれる。
2005年に二代目桂平治（現：桂文
治）へ入門し「桂ち太郎」を襲名し
て初高座へ。2008年、父・痴楽
の門下に移り「柳亭ち太郎」と改め
るも、翌年痴楽がこの世を去る。
痴楽の弟弟子・柳亭楽輔の門下と
なり、2009年11月二つ目に昇進、
「三代目 柳亭小痴楽」を襲名。2013
年から若手噺家集団「成金」を結
成し活躍。2019年、真打昇進。現
在は、ラジオのパーソナリティーや
「渋谷らくご」などを通じて落語の
普及に努めている。

@machida_kotobaで最新情報発信中

〒194-0013 東京都町田市原町田4-16-17
TEL： 042-739-3420  FAX： 042-739-3421
JR横浜線町田駅ターミナル口から徒歩8分
小田急線町田駅東口から徒歩12分
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高層マンション

2025年2月2日（日）14：00｜（13：30開場）
柳亭信楽
どなたでも

2025年1月8日（水）正午から1月30日（木）まで
イベントダイヤル（042-724-5656）
またはイベシスで受付（イベントコード： 250108A-A）

町田市民文学館  2階大会議室
80名（申込順）

柳亭信楽新作落語会
落語会

落語会

柳亭小痴楽落語会

今すぐ落語がみたくなる鑑賞術！

関連イベント

講演会

ワークショップ

寄席文字を書いてみよう！
橘流寄席文字体験講座
「寄席文字」は文字を客席に見立て、空席（白い余白）が少なくなる
よう太く詰め気味に書かれる縁起文字です。初心者の方も大歓迎！

現代を舞台にした独創的な新作落語で注目されている柳亭信楽。
日常に潜む笑いの世界をのぞいてみませんか？

本展のアドバイザーであり、今を時めく若手落語家・柳亭小痴楽に
よる、本展覧会のための特別な落語会を開催します。軽快な枕と滑
稽なキャラクターたちが躍動する落語をぜひお楽しみください。

落語とはそもそもどうやって楽しめばよいのか？  
“初心者でも楽しめる”落語会を目指し、若者の街・渋谷で開催され
ている「渋谷らくご」の制作担当者である佐藤紫衣那氏から、気軽に
落語を楽しむ秘訣を教わります。

日時

出演

定員

会場

申込方法

対象

2025年3月1日（土）18：30｜（18：00開場）
柳亭小痴楽
どなたでも

2025年2月7日（金）正午から2月26日（水）まで
イベントダイヤル（042-724-5656）
またはイベシスで受付（イベントコード： 250207A-A）

町田市民フォーラム  3階ホール
180名（申込順）

日時

出演

定員

会場

申込方法

対象

2025年2月9日（日）14：00｜15：30（13：30開場）
佐藤紫衣那
どなたでも

2025年1月8日（水）正午から2月6日（木）まで
イベントダイヤル（042-724-5656）
またはイベシスで受付（イベントコード： 250108B-A）

町田市民文学館  2階大会議室
80名（申込順）

日時

講師

定員

会場

申込方法

対象

2025年2月22日（土）13：30｜15:30（13:00受付）
橘右雀（橘流寄席文字書家）
中学生以上の一般

一人1,500円

町田市民文学館  2階大会議室
15名

日時

1月18日（土）、 2月5日（水）、 3月23日（日）
※いずれも14：00～（30分程度）
申込不要。 直接2階展示室にお越しください。

講師

定員

会場

参加費（材料費）

2025年1月17日(金)正午から
文学館へ直接TEL（042-739-3420）

申込方法

対象

日時展示
解説


